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１．はじめに

宗谷校長会は、管内１０市町村の公立小中

学校長５５名で構成されている。結成以来「宗

谷の風土に根ざした豊かな自然に育む子ども」

を掲げ、社会の変化に伴う学校教育の諸課題

を正面から受け止め、会員相互が研鑽に励ん

できた。昨年度開催された「道小宗谷・稚内

大会」での成果を生かしながら、「学び合い」

「オール宗谷」を合い言葉に、職能向上と学

校経営の課題解明を図るとともに、全道の校

長とのつながりを深め学び、管内教育の充実

発展に努めてきた。

２．研究計画

【研究主題】

「ふるさとを愛し 志を持って 新しい社会を切り拓く力を育む 学校教育」

（第１２次３か年継続研究〈１年次〉）

【活動方針】

（１）宗谷校長会の活動方針に基づき、事業計画を立て、その遂行にあたるとともに、地域社

会の期待と要請に応え、教育課程についての研究と当面する教育課題に向き合う学校経

営を究明する。

（２）『ふるさとを愛し、志を持って、新しい社会を切り拓く力を育む 学校教育』を研究主題

とする第１２次３か年継続研究初年度となる。「学校経営」「教育課程」「資質向上」に

関わる信頼される学校づくりの共通課題を明らかにし、実践的研究の充実に努める。

（３）関係機関・団体との連携を強め、宗谷における教育研究の一層の発展・充実に努める。

そして、管内教育研究活動の充実・発展に向けた支援に努める。

（４）道小・道中、全連小、全日中などのへ積極的参加と、研究大会での提言者を支える組織

運営を行う。

（５）『我が校・我が町の学力向上プラン』の継続研究の成果を生かし、市町村校長会ごとに

まとめた『宗谷の学力向上プラン』づくりを有効活用できるように努める。

【活動計画】

（１）平成３０年度宗谷管内学校経営研究大会並びに宗谷地区教育経営研究会・法制研究会の

開催

（２）「学力向上プラン」（自校、中学校区）の作成

（３）管内的な研究交流の充実と発展

（４）教職員研修講座（５月・７月）

（５）全連小・全日中・全道中などの研究大会への参加

「宗谷管内学校経営研究大会」の様子



（６）研究紀要第３４の発行（２月）

（７）学校改革研修講座の開催（各市町村開催）

（８）市町村研究部長会議の開催（５月・１２月）

３．研究の概要、研究活動など

（１）宗谷管内学校経営研究大会、宗谷地区教育経営研究会、法制研究会

①期日：平成３０年７月３０日（月）～３１日（火）

②会場：稚内サンホテル・稚内総合文化センター

③内容：

《宗谷管内学校経営研究大会（１日目）》

【分科会】

〈学校経営〉課題：地域と共に歩む、信頼と活力にあふれる、特色ある学校経営

提言者：小林 清一（豊富小学校）・齊藤 千智（船泊中学校）

〈教育課程〉課題：生きる力をはぐくむ、創意と調和のある教育課程

提言者：真坂 和義（知来別小学校）・佐藤 佳弘（鴛泊中学校）

〈資質向上〉課題：資質向上・協働による信頼に応える学校づくり

提言者：久保 俊博（浜頓別小学校）・和田 浩（稚内中学校）

《地区別教育経営研究会・法制研究会（２日目）》

【研究協議】

〈教育動向〉内容：法的根拠を据えた学校経営と教育活動の充実

説明者：大石 幸志（道小事務局長）・松村 隆志（道小研修部幹事）

・三浦 崇史（道中経営部幹事）

《教育講演会》講師：菅沼 肇 氏（前北海道立旭川美術館長）

演題：「これから求められる学校経営の在り方」

（２）第６０回北海道中学校長会十勝・帯広大会 ９名参加

（３）第７０回全国連合小学校長会研究協議会北海道大会 １９名参加

※提言：第１１分科会社会形成能力 桜井 和則（乙忠部小学校）

（４）第６９回全日本中学校長会研究協議会鳥取大会 ３名参加

（５）第６回宗谷管内教育研究大会礼文大会兼第４５回宗谷管内複式教育研究大会

（６）『我が校我が町の学力向上プラン』の取り組み

３．おわりに

昨年度、開催された「北海道小学校校長会教育研究宗谷・稚内大会」での学びの成果を生か

すべく、研究部としての取組の質的改善を図ってきた。そのような中、宗谷教育研究所と稚内

市教育研究所が合併し、新たな宗谷の研究の一歩を踏み出すこととなった。宗谷校長会も協働

的な役割を果たさなくてはならない。

宗谷管内教育連携会議が運営、開催している管内教育研究大会も６回目を迎えた。今年度は

離島開催で地理的なハンディはあるものの、４００名を超す教育関係者が集まり、充実した大

会となった。今後も組織的な研究と学びの広場を創造するリーダーシップを発揮しながら研究

活動を推進していく。

今後も「宗谷はひとつ」の気概を忘れず、研究と学び合いの熱を持ち続ける存在として、子

どもたちの学びに責任をもつ学校づくりのリーダーとして、協力協働できる宗谷校長会研究部

であるよう努めていく。


